伝染病・食中毒発生時の取扱い
　児童生徒の身体の状態や欠席状況がいつもと異なる場合は、その理由を究明し万一学校給食に起因する伝染病・食中毒と思われる場合、次によりその対策を講じなければならない。
１　学校医・学校薬剤師・市町村教育委員会・管轄保健所並びに高知県教育委員会に速やかに報告し、その指導並びに協力を得て、児童生徒の安全を図ること。
　　また、市町村教育委員会は別記様式１の「学校（共同調理場）における食中毒発生状況報告」を作成し、高知県教育委員会に直ちに提出すること。
２　保護者、その他関係方面に対し、患者の発生状況を周知させるとともに、児童生徒の食生活について十分な指導ができるよう調査協力を求めること。
３　事故発生の原因究明については、関係機関の協力を求めること。管轄保健所の立ち入り調査に立ち会い、保存食及び諸帳簿類を指示により提出するなど、原因の究明や除去に万全を期すること。
４　衛生管理担当者は、速やかに下記の関係資料を、市町村教育委員会を経て高知県教育委員会へ提出すること。
　①献立表（使用食品を記載したもの）２週間分
　②学年毎の児童生徒数と教職員の患者数の状況（毎日）
　③調理作業工程表
　④作業動線図
　⑤温度記録簿
　⑥給食用物資検収票
　⑦検食簿（給食日誌）
　⑧学校給食従事者の検便検査結果
　⑨学校給食従事者の個人毎の健康記録簿
　⑩配送記録（共同調理場のみ）
　⑪学校給食日常点検票（過去２週間分）
　⑫発生の経過を時系列にまとめたもの
　⑬保健所の指示事項
　⑭学校医等の指示事項
　⑮調理室の平面図
　⑯保存食記録簿
　⑰その他
５　上記１による報告の終了後においても、その後における状況について、迅速かつ的確に高知県教育委員会へ逐次報告（電話連絡も可）し、更に別記様式２の「学校における伝染病・食中毒発生報告」を３部提出すること。
６　今後における事故防止対策の計画書を作成し、これに関係献立表・検収簿等（物資購入店舗名を記入の上）関係書類を添えて、市町村教育委員会・教育事務所並びに高知県教育委員会へ提出（県教育委員会へは３部）すること。
※なお、平成９年４月文部省が定めた「学校給食衛生管理の基準」（平成２０年７月一部改定、文部科学省）、平成１７年３月に日本スポーツ振興センターが発行した「四訂学校給食における食中毒防止の手引き」等を参照のこと。
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